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        (   )  
 

Q1.   あ な た が 松 戸 で 叶 え た い 「 wish(= 何 を し た い の か)」 と は?  

Q2.   あ な た が 松 戸 で 叶 え た い 「 wish(= 何 を し た い の か)」 を 叶 え る 公 共 空 間 と は?  

 

※ 意 見 を 複 数 個 で 投 稿 し て い た だ い た 方 の 意 見 は 1 つ に ま と め て い ま す。  

 

001 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    松 戸 市 は 多 く の 貴 重 な 文 化 資 産 を 収 集 し て い す。 近 代 日 本 デ ザ イ ン 史 の 礎 と も な る 千 葉 

大 学 工 学 部 の 美 術 品・ 資 料・ コ レ ク ショ ン。 戦 前 パ リ で 活 躍 し 松 戸 に 住 ん だ 奇 才 画 家 の 板 倉 鼎 • 

須 美 子 夫 妻 の 優 秀 な 作 品 群。 様々 な ゆ か り の アー ティ ス ト な ど の 沢 山 の コ レ ク ショ ン。 こ の 世 界 

的 な 宝 を 相 模 台 に 文 化 の シ ン ボ ル と し て 美 術 館 を 建 設 し 貴 重 な 財 産 公 開 を！  

A2.    アー ト の 地 と し て の シ ン ボ ル で あ る 相 模 台 に 松 戸 セ ン ト ラ ル パー ク を 土 台 と し た 美 術 館 を 

軸 に 公 共 の 文 化 施 設 を 配 備 し 文 化 都 市 松 戸 を ア ピー ル す る 場 と し た い。  

 

002 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    横 張 先 生 が 仰っ て い た よ う に、 私 た ち や こ れ か ら 2050 年 に 向 かっ て 生 き て い く 人 た ち は、 

こ れ ま で 当 た り 前 に 手 に 入 る も の と 思っ て い た も の が 手 に 入 ら な い 大 変 な 時 代 を 生 き て い か な 

け れ ば い け な い。 私 が 松 戸 で 叶 え た い wish は 子 供 た ち に い い 場 所 で 育っ た な と 思っ て も ら え る 

場 所 を 作っ て い く こ と で す。  

A2.    緑 豊 か で 明 る く 開 放 的 な 空 間 の 中 に、 い つ 来 て も 遊 び 心 と 学 び 心 を 満 た し て く れ る 仕 掛 け 

が 沢 山 あ る 公 共 空 間。 松 戸 の 文 化 遺 産 を 大 切 に し な が ら、 地 元 の 人、 海 外 の 人、 子 ど も か ら 年 

配 の 方、 プ ロ、 ア マ い ろ ん な 人 が 企 画 し て 作 品 展 を し た り、 コ ン サー ト や、 コー ヒー ブ レ イ ク が で 

き る、 開 け た 美 術 館。 と い う コ ン セ プ ト を 持 ち 続 け ら れ る 場 所。  

 

003 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 松 戸 に 住 む、 訪 れ る、 人 と 人 と の 繋 が り を つ く る こ と  

A2.    空 間 は、 文 字 通 り 空っ ぽ の ス ペー ス が あ れ ば 良 い。 屋 外 な ら 地 べ た に 座 れ て 寝 転 べ る 芝 

生 公 園。 屋 内 な ら ス ポー ツ の 歓 喜 や ラ イ ブ 音 量 も 楽 し め る 防 音 空 間。 一 定 の ルー ル だ け 設 け 

比 較 的 自 由。 催 さ れ る ア イ デ ア や 訪 れ る 人々 の 繋 が り が、 息 吹 き と な り、 街 を 育 む。  

 

004 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    松 戸 を 老 後 も 住 み や す い 街 に し た い  

A2.    松 戸 を 観 光 地 に す る の で は な く、 住 ん で い る ひ と が 快 適 で あ る よ う に と い う 視 点 を 持 つ。 高 

齢 の 単 身 世 帯 又 は 高 齢 者 の み で 構 成 す る 世 帯 が 増 加 す る こ と を 踏 ま え、 あ る 程 度 経 済 的 に ゆ 

と り の あ る 高 齢 者 に 魅 力 を 感 じ て も ら え る ま ち づ く り を す る。 以 下、 具 体 的 に ６ 点 を 挙 げ ま す。  

1. 電 柱 や 凸 凹 の な い 歩 き や す い 歩 道  

2. 高 齢 者 や 足 の 不 自 由 な 方 が 遠 回 り す る 必 要 の な い 道 路 （た と え ば 西 口 の ロー タ リー 出 

口 に 歩 行 者 を 遠 回 り さ せ な い 横 断 歩 道 が 必 要）  

3. 徹 底 し た 防 災 対 策 （市 庁 舎 建 て 替 え を 含 む）・ 医 療 体 制  

4. 安 全 に、 静 か に 四 季 を 楽 し め る 公 園  
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5. 車 を 運 転 し な い 人 も 便 利 に 暮 ら せ る 商 業 施 設 （駅 前 で 歩 い て 回 れ る 範 囲 内 で 日 用 品 か 

ら 高 級 品 ま で 何 で も 揃 う こ と が 重 要。 た と え ば、 地 域 密 着 型 の 新 し い 百 貨 店 の モ デ ル 

ケー ス を つ く る、 オ ン ラ イ ン ショッ プ の ショー ルー ム を 集 合 さ せ た 施 設 を つ く る、 な ど な ど）  

6. 友 人 や 親 戚 な ど を も て な せ る 場 （ゆっ た り と 静 か に 食 事 を 楽 し め る レ ス ト ラ ン、 お 洒 落 な 

メ イ ン ダ イ ニ ン グ や バ ン ケッ ト を 備 え た き ち ん と し た ホ テ ル）  

以 上、 ６ 項 目 で す。  

 

005 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    線 路 上 を 現 在 の 改 札 口 の 高 さ の 床 で 繋 ぎ フィ レ ン ツェ の 橋 状 市 街 の 様 に 魅 力 の 中 心 と す 

る。 相 模 台 に、 市 庁 舎、 美 術 館、 図 書 館、 遊 園 地、 公 園 な ど の 文 化 施 設。 高 台 で あ る 事 を 利 用 

し た 災 害 施 設 な ど を 設 け る。 特 に 美 術 館 の 設 置 は 松 戸 市 と い う 古 く か ら の 美 術 の メッ カ で あっ 

た 上 野 に 近 く す ぐ れ た 芸 術 家 を 輩 出 し て お り 今 後 も そ の 立 場 は 変 わ ら な い。  

A2.    松 戸 市 の 未 来 に お い て、 そ こ に 住 む で あ ろ う と す る 人々 が、 い か に 生 き 生 き と 希 望 に 満 ち 

て 活 動 し て い け る か を 考 え て 松 戸 市 の 中 心 部 を 設 計 す る 責 任 が 全 て の 参 加 者 に あ る と 考 え 

る。 先 ず 松 戸 市 が 既 に 持っ て い る 都 市 と し て の 価 値 は ど の 都 市 と 比 較 し て も 計 り 知 れ な い 高 さ 

で あ る。  

松 戸 市 が 自 ら 独 自 の 価 値 を 算 出 す る と 共 に、 東 京 都 と い う 首 都 の 文 化 で 活 動 す る 人々 の 活 力 

と 感 性 を 涵 養 す る べ き 役 割 を 背 負っ た 生 活 空 間 で あ る こ と は 地 理 的 必 然 で 現 在 も そ の 役 割 を 

果 た し て い る が、 今 後 更 に そ れ を 躍 進 さ せ 内 外 に 知 ら せ る べ き こ と で で あ る。 そ の た め に 現 在 

取 り 組 ん で い る 駅 周 辺 の 魅 力 的 な 改 良 は 重 要 で あ る。  

先 ず Ｊ Ｒ の 路 線 に よっ て 東 西 に 市 街 が 断 ち 切 ら れ て い る こ れ を よ り 魅 力 的 な 方 法 で 連 続 的 な 市 

街 と す る こ と。 線 路 上 を 現 在 の 改 札 口 の 高 さ の 床 で 繋 ぎ フェ レ ン ツェ の 橋 上 市 街 の よ う に 魅 力 

の 中 心 と す る こ と。  

現 在 国 道 ６ 号 沿 い の 土 地 に 市 庁 舎、 美 術 館、 図 書 館、 遊 園 地、 公 園、 な ど の 文 化 的 施 設、 高 

台 で あ る こ と を 利 用 し た 災 害 対 策 施 設 な ど を 設 け る 事。 特 に 美 術 館 の 設 置 は 松 戸 市 と い う 古 く 

か ら 美 術 の メッ カ で あっ た 上 野 に 近 く、 優 れ た 芸 術 家 を 輩 出 し て お り 今 後 も 立 場 は 変 わ ら な い で 

あ ろ う。  

今 後 も 児 童 生 徒 が 優 れ た 美 に 触 れ て 心 を 休 め、 美 を 追 求 し よ う と す る こ と は 松 戸 市 の 長 い 将 

来 に わ た る 人 材 育 成 の 源 と な る で あ ろ う。  

旧 水 戸 街 道、 江 戸 川 沿 い は 歴 史 的 風 景 や 産 物 を 生 か し た 松 戸 市 の 観 光 地 と し て 開 発 す る こ 

と。  

 

006 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    わ た し の wish は、 松 戸 中 央 公 園 で、 近 く で 買っ た パ ン を 食 べ た り 景 色 を 眺 め た り し て ゆっ た 

り と 過 ご す こ と で す  

A2.    松 戸 駅 か ら 台 地 へ の ア ク セ ス の 向 上、 公 園 や そ の 周 辺 に ベ ン チ を 設 置 す る な ど 居 心 地 の 

良 い 空 間 づ く り、 景 観 に 配 慮 し た 建 物 整 備 を 望 み ま す  

 

007 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の 松 戸 wish は 川 を 超 え る と 低 地 が 広 が る 都 内 か ら 一 転、 緑 に 囲 ま れ た 台 地 が 広 が る 緑 

園 都 市 を ア ピー ル す る こ と で す。  

A2.    東 口 の 高 台 に 公 園 と シ ン ボ リッ ク な 融 合 的 公 共 施 設 を 作 る と 共 に そ の 高 台 に 向 かっ て 駅 

か ら 単 な る 通 路 で は な く、 建 物 の よ う に 複 層 化 し た （空 港 の よ う な） 広 間 で つ な ぎ、 多 く の 人 が 留 

まっ て 楽 し め る 空 間 に し て ほ し い で す。   
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008 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 松 戸 の 特 産 品 を 使っ た お い し い 料 理 を 食 べ た り 作っ た り す る こ と、 お い し い お 

店 の 情 報 交 換 な ど を す る こ と で す。  

A2.    松 戸 の 特 産 品 を 使っ た 料 理 を 中 心 と す る 料 理 教 室 を 開 催 す る こ と、 そ の 近 く に 情 報 収 集 が 

で き る 図 書 館 や、 市 民 同 士 の 交 流、 情 報 交 換 の 場 と な る よ う な カ フェ が あ る と い い と 思 い ま す。  

 

009 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 が 松 戸 市 で し た い こ と は、 以 下 の ４ 点 で す。  

1. 松 戸 市 の 再 開 発 に よ る ブ ラ ン ディ ン グ （市 民 が 誇 り が 持 て る ま ち づ く り）、  

2. １ ０ ０ 年 注 目 さ れ る ま ち づ く り （３ ０ 年 後 の 東 葛 の 中 心 都 市 へ）、  

3. 歩 い て 楽 し い ま ち づ く り、  

4. 産 官 学 か ら 福 祉 も 市 民 も 全 員 参 画 の ま ち （ ILoveMatsudo の ま ち）。  

今 市 民 に 求 め ら れ る の は、 市 民 が 市 の よ り よ い 将 来 の た め に、 考 え、 行 動 す る こ と で す。 こ の 

た め、 私 が 市 役 所 の 方 に 求 め た い の は、 以 下 の 点 で す。 ① 今 後 も、 こ う し た 意 見 交 換 会 は 定 期 

的 に 実 施 し て 欲 し い。 ② 多 様 な 分 野 の 市 民 同 士 を つ な げ、 よ り 多 く の 市 民 が 自 主 的 に 考 え 行 動 

す る に は ど う す れ ば 良 い か よ く 考 え て 欲 し い。  

松 戸 の 公 共 空 間 に つ い て、 テッ テ 須 賀 川 は イ メー ジ と 異 な り ま す。 １ ～ ５ 回 の 議 論 と も ズ レ ま 

す。 藤 村 先 生 が 対 談 で 問 題 提 起 さ れ た よ う に、 歩 く 人 を 増 や す 手 法 に 主 眼 を 置 く べ き で す。 私 

は 常 盤 平 に 住 ん で い ま す が、 松 戸 駅 に は 一 切 行 き ま せ ん。 テッ テ が で き た ら、 １ 回 行っ て 終 わ り 

だ と 思 い ま す。 も う 一 度 議 論 を 振 り 返っ て 欲 し い で す。  

A2.    最 後 に A2 に つ い て、 水 辺 （坂 川、 江 戸 川） と、 緑 （中 央 公 園 ～ 戸 定 公 園） と、 歴 史 （宿 場、 戸 

定、 中 央 公 園） を 生 か し、 そ の 間 の 回 遊 性 を 確 保 し、 ブ ルッ ク リ ン の よ う な 解 放 感 あ る ま ち づ く り 

を し、 関 東 で 随 一 の 魅 力 的 な 都 市 と す る。 こ れ を 市 民 全 員 参 画 で 実 現 す る。  

末 筆 な が ら、 関 係 者 の 大 変 な る ご 尽 力 に い つ も い つ も 心 か ら 感 謝 し て お り ま す。 こ の よ う な 場 を 

ご 準 備 い た だ き、 そ し て、 読 み 返 し て も、 勝 手 な 意 見 ば か り 申 し 上 げ 申 し 訳 あ り ま せ ん。 あ り が 

と う ご ざ い ま し た。  

 

010 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 松 戸 の 伝 統 芸 能 を 広 く 市 民 に 知っ て 貰 い、 各々 の 情 報 を 交 換 す る 等 の 交 流 

を す る 事 で す。 特 に 後 継 者 の 育 成 を し て い き た い で す。  

A2.    稽 古 や 集 り が 出 来 る 様 な、 例 え ば 空 き 家 等 の 場 所 を 提 供 し て 貰 い、 そ の 発 表 会 や 交 流 が 

出 来 る 様 な 場 所 が あ れ ば い い と 思 い ま す。 そ し て、 そ れ ら の 集 大 成 と し て の 「祭」 が し た い で 

す。  

 

011 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 歴 史 と 緑 を 楽 し め る コー ス を 散 歩 す る こ と で す。  

A2.    松 戸 神 社 か ら 千 葉 大 学 園 芸 学 部 へ 抜 け る 坂 川 沿 い の 整 備、 途 中 に 休 憩 し た り 飲 食 の で き 

る ス テー ショ ン が あっ て、 そ こ で 誰 か と 交 流 で き た ら 嬉 し い か な。  
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012 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    松 戸 が 多 様 な 問 題 を 抱 え る 人 （高 齢 者・ 児 童・ 障 が い 者 な ど） が 生 き や す い 街 に な る こ と。  

A2.  

1. 中 心 市 街 地 の 東 西 南 北 を 回 遊 す る 道 路 へ の 車 両 制 限 を 設 け、 歩 行 者 専 用 道 路 を 作 

る。 お 年 寄 り や 子 連 れ も 歩 き や す い 商 店 街、 随 所 に 座 れ る ベ ン チ や 木 陰・ 無 料 で 水 が 飲 

め る 場 所 を 作 り、 い つ ま で も 住 み た い 街 に。 緑 と 憩 い の 場 が あ ふ れ る 街 に。  

2. 老 人 施 設・ 障 が い 者 施 設・ 保 育 園 な ど、 単 一 目 的 の 施 設 で は な く、 多 様 な 人 が 少 し づ つ 

重 な り、 に じ む 様 に 生 活 す る こ と で、 助 け 合 い、 人 を 思 い や る 気 持 ち が 生 ま れ る 複 合 施 

設 に。 施 設 も だ し、 町 全 体 が 包 括 的 な 支 援 を 前 提 に。 廃 校 な ど も 利 活 用。  

3. こ れ ら の 多 様 な 問 題 を 抱 え る 多 数 の 当 事 者 が 街 づ く り に も 参 加 す る こ と。 ま た、 課 題 解 

決 の 過 程 に 学 生 （中・ 高・ 大 学 生） に も 参 加 し て も ら う こ と で、 街 に 愛 着 を 持っ て も ら い、 

様々 な 問 題 を 自 分 事 と し て 感 じ て も ら う。 未 来 の 街 づ く り キー パー ソ ン を 育 て る。  

4. SDGs の 視 点 を 大 い に 取 り 入 れ、 誰 一 人 取 り 残 さ な い ま ち づ く り を め ざ し て い き た い。  

5. NPO な ど と 協 力 し て、 廃 棄 さ れ る よ う な 規 格 外 の 野 菜 を 子 ど も 食 堂 や 学 校 給 食、 フー ド 

パ ン ト リー な ど で 貧 困 家 庭 に 届 け る 仕 組 み （施 設？） を 作っ て ほ し い。  

 

A1.    Wish② は、 歴 史 観 光 資 源・ 自 然 資 源 を 最 大 限 活 用 し、 松 戸 が 「寝 る た め の 街、 通 り 過 ぎ る 

街」 か ら 「過 ご し た い 街、 行 き た い 街」 に な る こ と。 人 生 の 中 で、 い つ か 街 の 駅 や カ フェ な ど で、 当 

事 者 の 一 員 と なっ て 街 を 盛 り 上 げ た い。  

A2.   

1. 戸 定 邸 へ の 歴 史 観 光 通 り を 作 る。 江 戸 末 期 ～ 明 治・ 大 正 時 代 の 建 物 の 空 き 家 活 用・ 復 

元・ 関 連 事 業 へ の 助 成 を し て 頂 き、 古 き 良 き 建 物 を 残 し、 ほ か に な い レ ト ロ な 街 並 み に。 

ハ イ カ ラ な 衣 装 体 験 や 撮 影 館 な ど も 名 物 に。  

2. 「草 加 リ ノ ベー ショ ン ま ち づ く り」 の よ う に、 市 に は ワー ク ショッ プ や 助 成 を し て い た だ き な 

が ら、 民 間 の 力 を 最 大 化 し、 官 民 一 体 と なっ て エ リ ア 価 値 を 向 上 さ せ る。 若 い 起 業 家 が 

チャ レ ン ジ で き る 街 に。  

3. 江 戸 川・ 坂 川 は 景 観 を 楽 し み な が ら、 健 康 と 学 び・ 遊 び を か な え る 空 間 に。 サ イ ク リ ン グ 

や ジョ ギ ン グ、 遊 歩 道 の 整 備 の ほ か、 ア ス レ チッ ク や 川 遊 び な ど、 子 ど も が め い いっ ぱ い 

体 を 動 か せ る 場 所 を 作っ て ほ し い。  

4. 男 女 や 年 齢、 障 が い の 有 無 に 左 右 さ れ ず 幅 広 い 人 が 楽 し め る ス ポー ツ・ 遊 び が 複 数 体 

験 で き る ス ポッ チャ の よ う な 施 設。 官 民 協 力 で、 安 価 に、 よ り 幅 広 い 世 代 で 使 え る 場 所。 

（パ ラ ス ポー ツ や e-sports な ど も）  

5. 松 戸 市 内 の 農 作 物 を 利 活 用 す る 飲 食 店 や 特 産 品 加 工 へ の 助 成 が あ り、 道 の 駅 の ほ 

か、 市 内 に も 街 の 駅 が 設 置 さ れ て い る。 松 戸 の お い し い 野 菜 を 地 産 地 消 で き る ネッ ト 

ワー ク と 施 設 が あ る。  

6. 市 民 交 流 施 設 と し て 図 書 室、 楽 器、 3D プ リ ン タ や DIY 工 具 な ど を 自 由 に 使 え る 部 屋、 科 

学 と 芸 術 の 丘 の 常 設 展、 パ ラ ダ イ ス エ ア な ど アー ティ ス ト の 期 間 展 示 が あ り、 子 ど も が 

無 料 で い ろ い ろ な 体 験 が で き る 施 設。  

 

013 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

009 さ ん の 2 通 目 に 賛 成 で す。 議 会 が 全 て を 決 め る 松 戸 で は な く、 市 民 の 意 見 や 思 い が 反 映 で 

き る 松 戸 に し て く だ さ い。 松 戸 市 民 み ん な が 主 役 に な れ る 街 と い う コ ピー を か か げ た グ ルー プ 

が あ り ま し た が、 人 が 財 産 で す。  
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014 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 美 術 を 学 ぶ こ と で す。  

A2.    様々 な 種 類 の 美 術 書 が 読 め た り、 美 術 作 品 が 飾 ら れ て い た り、 アー ティ ス ト と の ワー ク 

ショッ プ が 出 来 る よ う な 場 所 が 融 合 さ れ た 公 共 空 間 が 出 来 た ら 素 敵 だ と 思 い ま す。 そ れ は、 専 

用 の 施 設 と い う よ り も 図 書 館 等 の 公 共 施 設 の 中 に あ る と 様々 な 活 動 と 結 び 付 き、 よ り 開 か れ た 

学 び の 場 と な り よ い と 思 い ま す。  

 

015 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    アー ト や ク ラ フ ト の ワー ク ショッ プ や イ ベ ン ト に 友 達 と 参 加 す る こ と で す。 松 戸 に お い で！っ 

て 言 え る よ う に な り た い。  

A2.    日 常 的 に 楽 し め る アー ト ス タ ジ オ が あ る 公 園  

以 前 戸 定 邸 で 「科 学 と 芸 術 の 丘」 と い う アー ト イ ベ ン ト が あっ た の で す が、 ふ らっ と 訪 れ て 興 味 を 

持っ た ら 参 加 す る 形 式 に 良 さ を 感 じ ま し た。  

ワー ク ショッ プ と い う と ハ コ の 中 で （個 人 の 家 と か 公 民 館 と か で） や る イ メー ジ で す が、 中 央 公 園 

に 例 え ば 夜 や 雨 と いっ た 自 然 環 境 を 活 か せ る よ う な、 半 屋 外 空 間 と し て の ス タ ジ オ が あっ た ら 

楽 し そ う で す。 壁 の な い 教 室 の よ う に 外 か ら 様 子 が わ か り、 ス タ ジ オ 自 体 が ショー ウィ ン ド ウ に 

な る よ う な 空 間 が あっ た ら 素 敵 だ な と 思 い ま す。  

園 芸 学 部 の 学 生 も 巻 き 込 ん だ イ ベ ン ト 等 も で き る か も し れ ま せ ん。  

中 央 公 園: 日 常 的 に 楽 し む  

戸 定 邸 （科 学 と 芸 術 の 丘）: 年 に 数 回、 周 期 的  

PARADISE   AIR: 滞 在 型、 偶 発 的  

と い う よ う に、 街 の 中 で アー ト の さ ま ざ ま な 楽 し み 方 が 広 が る と、 こ れ ら の 拠 点 を 中 心 に 松 戸 の 

魅 力 が 生 ま れ て く る の で は と 思 い ま す。  

 

016 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    今 回 の 質 問 の 意 図 と は 違 い ま す が ワー ク ショッ プ が 最 後 に な り ま し た の で 教 え て 下 さ い。  

ワー ク ショッ プ で 沢 山 の 素 敵 な 夢 を 見 せ て 頂 き ま し た が、 こ の 夢 の 完 成 を ３ ０ 年 後 ま で 誰 が ど の 

よ う に 紡 い で 行っ て 下 さ る の か を 知 り た い の で す。  

実 は ３ ０ 年 前 に も 松 戸 駅 前 開 発 が あ り、 ビ ル の ３ 階 に 市 の 歩 道 が で き ま し た が、 工 事 が 途 中 で 

頓 挫 し て ３ ０ 年 後 の 今 も そ の ま ま に なっ て い ま す。  

前 の 様 に 途 中 で ス トッ プ す る 様 な こ と が な い か と 住 民 は 危 惧 し て い ま す。 私 は ３ ０ 年 後 ま で 生 き 

ら れ ま せ ん が 完 成 す る ま で 誰 が 責 任 を 持っ て 下 さ る の か、 ど の 様 に 若 い 人 達 に 繋 い で いっ て 下 

さ る の か 教 え て 下 さ い。  

A2.    東 口 駅 前 は 中 央 公 園 で 遮 ら れ て 狭 い 空 間 で す の で、 な る べ く 車 道 を 少 な く し て、 歩 道 を 広 

く、 素 敵 に 美 し く、 楽 し く 歩 け る 様 に、 子 供 や お 年 寄 り も た く さ ん 歩 い て 元 気 で 健 康 に なっ て ほ し 

い。  

歩 く 人 や お 散 歩 を す る 人 が 多 く な れ ば 素 敵 な お 店 も 沢 山 来 る で しょ う し 街 も 活 気 づ い て 市 の 税 

収 も 増 え ま す よ。  
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017 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 江 戸 川 で パ ブ リッ ク ビュー イ ン グ や 屋 外 映 画 鑑 賞、 BBQ, キャ ン プ を す る こ と で 

す。  

A2.    江 戸 川 の 近 く に あ る 公 共 ト イ レ に 増 築 し、 水 洗 い 場 や シャ ワー、 脱 衣 場、 倉 庫 等 を 簡 易 的 

に 整 備 し、 江 戸 川 を よ り 魅 力 的 に 体 験 す る た め の ベー ス が 欲 し い で す。 ジョ ギ ン グ や ロー ド サ イ 

ク ル 等 の ベー ス と し て も 活 用 で き る と 思 い ま す。  

 

018 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    近 年 で は、 昨 年 の 千 曲 川 氾 濫 で ご 存 じ の よ う に、 １ ０ ０ 年 に 一 度 と い わ れ る よ う な 豪 雨 に よ 

る 災 害 が 発 生 し て お り ま す。 特 に 江 戸 川、 坂 川 と 常 磐 線 に 挟 ま れ た 地 域 で は、 豪 雨 災 害 発 生 

時、 高 台 に 避 難 す る た め の 道 路 も 少 な く、 住 民 の 避 難 は 困 難 を 極 め ま す。  

広 軌 の 簡 易 オー バー パ ス な ど 常 磐 線 を 超 え ら れ る 施 設 を 作 り、 こ の 地 区 の 住 民 全 員 が 「ス ムー 

ズ に 避 難」 で き る よ う に し た い と 思 い ま す。  

A2.    松 戸 駅 近 く の 中 央 公 園 を 緑 の 芝 生 で 覆 い、 「誰 も が 自 由 に 遊 べ る 緑 の 公 園」 に す る こ と で 

す。 も う 松 戸 市 で は 公 共 施 設 の 設 置 は 必 要 あ り ま せ ん。 市 役 所 で も 立 派 な Ｓ Ｒ Ｃ 構 造 の 建 物 で 

す。 そ ん な に 壊 れ る 建 物 で は あ り ま せ ん。 公 共 の 箱 物 を 作 る こ と は 後 世 に 負 債 を 残 す こ と に な 

り ま す。  

日 本 の 人 口 推 計 を 見 て も 松 戸 市 民 の 減 少 は 免 れ ま せ ん。 こ の 減 少 す る 市 民 に 負 債 を 負 わ せ る 

こ と は、 よ り 市 の 人 口 減 少 を 促 進 す る こ と に な り ま す。  

松 戸 駅 か ら 直 接 「遊 び の で き る 美 し い 公 園 に 行 け る」、 こ れ こ そ 「松 戸 市 の シ ン ボ ル」 に な る と 思 

い ま す。  

 

019 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 新 し い こ と に 出 会 う こ と で す。  

A2.    コ ン サー ト や、 演 劇、 展 覧 会、 市 民 活 動 等 が 閉 じ た 箱 の 中 だ け で な く、 開 か れ た 場 所 で 行 

わ れ て い て、 そ こ に 行 く だ け で 様々 な 新 し い こ と に 出 会 え る 公 共 施 設 が 出 来 る と 良 い と 思 い ま 

す。 ま た、 そ れ ら は 建 物 の 中 だ け で な く、 外 に も は み 出 て い て 街 を 歩 い て い る 人 か ら も 感 じ ら れ 

る と 良 い と 思 い ま す。  

 

020 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    生 き て い る 間 全 て の 場 面 を と お し て の 高 品 質 居 住 地 域 の 実 現 で す。  

A2.    複 合 施 設 （医 療 セ ン ター ： 市 役 所 ： 図 書 館 ： 屋 内 屋 外 運 動 施 設 ： 駐 輪 駐 車 場 ： 貸 会 議 室、 ス 

ペー ス ： ホー ル ： 中 央 公 園 の 維 持 ： お 洒 落 な 飲 食、 物 販 店 舗 街 ：） 建 て た 後 も 市 財 に 頼 り す ぎ な 

い で 済 む よ う な （維 持 管 理、 改 修 改 装、 収 益 も 賄 え る よ う な） 建 物 で す。  

 

021 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    江 戸 川 の 流 れ る 街” ま つ ど”  

江 戸 川 沿 い の 景 観 を 取 り 込 ん だ 総 合 文 化 施 設 を 望 み ま す。  

A2.    江 戸 川 河 川 敷 の ス ポー ツ 広 場 を 親 子 や 子 供 達 が 楽 し め る 広 場 に 整 備 す る と 同 時 に、 そ の 

景 観 を 楽 し み な が ら 図 書 館、 美 術 館、 音 楽 ホー ル、 カ フェ を 取 り こ ん だ 総 合 施 設 が あ れ ば 多 く の 

人 た ち が 集 う 場 に な る。  

・ 松 戸 駅 か ら 江 戸 川 沿 い ま で 直 線 道 路 が 整 備 さ れ て い る 「散 歩 道」 と し て も 楽 し み た い。  

・ 松 戸 駅 を 中 心 と し た 文 化 施 設 は 点 在、 市 民 に も わ か り づ ら い、 そ の 意 味 で も 総 合 文 化 施 設 は 

有 効 と 考 え る。   
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022 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    誰 も が 大 好 き な 松 戸 に し た い。  

A2.    芝 生 で く つ ろ げ る 公 園 に は カ フェ が あっ た り、 周 辺 に は 松 戸 産 の 食 材 を 提 供 す る お 店 や 地 

元 の 若 者 が チャ レ ン ジ 的 に 出 店 す る お 店 が あ り、 空 間 や 建 物 で 官 と 民 が 交 わっ て い る。 ま た、 

ハ コ モ ノ は コ ン パ ク ト で 見 通 し の 良 い 空 間 に し て、 学 生 や 駅 の 利 用 者 が 足 を 延 ば し た く な る 空 

間 が で き た ら よ い な と 思 い ま す。  

 

023 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 平 日 仕 事 帰 り に 松 戸 駅 近 く の ホー ル で 開 催 さ れ る コ ン サー ト や 観 劇 に 行 く こ 

と で す。  

A2.    松 戸 駅 の 近 く に、 行 政 主 催 の 講 演 会 か ら アー ティ ス ト の コ ン サー ト ま で 幅 広 く 使 用 で き る よ 

う な ホー ル が あ れ ば、 ホー ル の イ ベ ン ト に 参 加 し た 人 が 帰 り に 近 く で 食 事 を し て い く な ど、 松 戸 

駅 周 辺 の 賑 わ い に も 繋 が る の で は と 思 い ま す。  

 

024 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 街 中 で く つ ろ い で 過 ご す こ と で す。 目 的 地 ま で 行っ て 帰っ て 終 わ り で は な く、 そ 

の 移 動 も 楽 し め る よ う な 歩 き 回 れ る 街 が 良 い と 思 い ま す。  

A2.    公 共 空 間 に は 自 由 度 を 持 た せ、 市 民 や 企 業 や 市 が 様々 な 使 い 方 を し ま す。 様々 な 目 的 を 

持っ た 人 が 足 を 運 ぶ よ う に な れ ば、 周 辺 の 活 性 化 に も 期 待 が で き る の で は な い か と 思 い ま す。  

 

025 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 常 時・ 非 常 時 と も に 市 民 ボ ラ ン ティ ア と し て 活 躍 し た い。  

A2.    自 ら が 災 害 等 で 被 災 し て い る 場 合 は、 ボ ラ ン ティ ア を す る 余 裕 が あ る か ど う か は 分 か り ま 

せ ん が、 出 来 る 限 り 地 元 の た め に 協 力 し た い と 思っ て い ま す。  

そ の 際 に、 全 国 各 地 や 地 元 か ら の ボ ラ ン ティ ア 受 け 入 れ や、 そ の 指 令 機 能 を 発 揮 す る HQ と し 

て の 市 庁 舎 に は、 あ ら ゆ る 事 態 を 想 定 し た 強 靭 性 を 期 待 し ま す。 常 時 に あ たっ て は、 市 民 ボ ラ 

ン ティ ア だ け で は な く、 様々 な 市 民 団 体 が コ ミュ ニ ティ の 輪 を 広 げ ら れ る コ モ ン ス ペー ス が あ れ 

ば 嬉 し い で す。  

複 合・ 融 合 と し て は、 庁 舎 機 能・ ホー ル 機 能 （収 容）・ 広 場 機 能 （コ ミュ ニ ティ エ リ ア、 物 資 や ボ ラ 

ン ティ ア 受 入 れ）・ 創 エ ネ 機 能 （環 境 性、 非 常 時 対 策） が 集 ま る と 安 心 で す。  

 

026 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 日 用 品 の 買 い 出 し の つ い で に 図 書 館 を 利 用 し、 屋 外 で コー ヒー を 飲 み な が ら 

読 書 を 楽 し む こ と で す。  

A2.    図 書 館・ カ フェ・ 芝 生 の 広 が る 公 園 と いっ た 複 合 し た 施 設 に スー パー や ド ラッ グ ス ト ア な ど 

の 商 業 施 設 が 複 合 し た 空 間 が 必 要 か と 思 い ま す。  

 

027 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 松 戸 で ア ウ ト ド ア 体 験 が で き る こ と、 ま た 外 で 過 ご せ る （散 歩 が で き る） 雰 囲 気 

が 街 全 体 に あ る こ と で す。  

A2.    例 え ば、 江 戸 川 河 川 敷 に キャ ン プ エ リ ア、 中 央 公 園 に 芝 生 広 場 と 飲 食 ブー ス、 千 葉 大 学 松 

戸 キャ ン パ ス で 農 業 体 験、 西 口 公 園 に 昔 遊 び 体 験 （竹 馬、 焚 火 等） 等 多 世 代 で 交 流 で き る 場 

等、 各 エ リ ア に ア ウ ト ド ア ス ポッ ト を 配 置 す る こ と で、 街 中 を 行 き 交 う 人 が 増 え、 ア ウ ト ド ア の 明 る 

い 雰 囲 気 が 街 全 体 に 広 が る の で は と 思 い ま す。   
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028 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    ① 働 き や す く、 ② 分 か り や す い 街 に し た い。  

A2.    ① 松 戸 駅 周 辺 に は テ レ ワー ク 用 の 施 設 や ちょっ と し た 会 議 を 開 け る 施 設 が あ れ ば わ ざ わ 

ざ 職 場 に 行 か な く と も 仕 事 が で き る た め、 そ う いっ た 環 境 づ く り で 先 進 的 な 取 り 組 み を す る 街 に 

なっ て ほ し い。  

松 戸 駅 周 辺 （特 に 東 口） は 建 物 が 乱 立 し て お り ど こ に 何 が あ る か 分 か ら な い た め、 駅 前 の 空 間 

を もっ と 分 か り や す く 整 備 す る 必 要 が あ る と 感 じ る。 ま た、 市 役 所 や 市 民 会 館 そ の 他 の 公 共 施 

設 に つ い て も 各 所 に 点 在 し て い る た め、 一 か 所 に ま と め た 方 が 利 用 し や す い と 思 う。  

 

029 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 市 外 か ら 訪 れ た 友 人 を も て な す た め に、 ちょっ と お 洒 落 し て 出 か け る こ と で 

す。  

A2.    綺 麗 な 駅 周 辺、 心 地 よ く 楽 し く 歩 け る 歩 道、 松 戸 の 歴 史 や 地 形 を 感 じ る 空 間、 デ ジ タ ル 

アー ト ミュー ジ ア ム 等 の 場 所 を 巡 り、 疲 れ た ら 芝 生 が 広 が る 公 園 で 休 憩 し、 最 後 に 公 園 に 面 し 

た 小 洒 落 た 店 で お い し い 地 元 の 野 菜 が 食 べ れ た ら 嬉 し い で す。  

 

030 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.   

1. 私 が 松 戸 で 叶 え た い wish は、 単 館・ ミ ニ シ ア ター 系 の 映 画 館 で 社 会 派 か ら ド キュ メ ン タ 

リー な ど の 作 品 を 観 た 後、 ディ ス カッ ショ ン や 勉 強 会 が で き る よ う な カ フェ な ど の 場 で、 話 

し あ う 機 会 が 欲 し い で す。 そ う す る こ と で、 市 民 が 政 治 に つ い て 語 ら い、 草 の 根 的 な 民 主 

主 義 が 育 つ と 思 い ま す。  

2. 私 が 松 戸 で 叶 え た い wish は、 生 涯 学 習 施 設 で 学 び 直 し が で き る 場 が あ る こ と で す。 社 

会 人 に なっ て も、 ま た 若 者 や 学 生 も 学 習 の 機 会 を 増 や す こ と が 出 来 る と、 よ り 成 熟 し た 

民 主 主 義 の 一 助 と な る と 思 い ま す。  

3. 安 全 な 生 活 を 送 る こ と。 （ DV ・ 性 犯 罪 な ど）  

A2.   

1. 単 館・ ミ ニ シ ア ター ま た は そ れ に 準 ず る 施 設 （ス ク リー ン と 椅 子 が あ れ ば 可） カ フェ や 

バー の よ う な 空 間 が 併 設 さ れ て い る と、 議 論 や ワー ク ショッ プ も 開 催 で き そ う。 （押 上 で、 

『検 察 側 の 罪 人』 と い う 映 画 を 弁 護 士 が 解 説 す る イ ベ ン ト が あ り、 非 常 に お も し ろ かっ た 

で す。）  

2. 作 業 ス ペー ス が あ る 図 書 館、 コ ン セ ン ト、 机・ ソ ファ 等  

パ ソ コ ン や オ フィ ス 系 の ソ フ ト、 動 画 編 集 な ど の ソ フ ト が あっ て も 楽 し そ う （フィ ン ラ ン ド 参 

考）  

3. DV や 性 犯 罪 の 相 談 セ ン ター を つ く る 警 察 に 対 し て 研 修 を 行 う。 相 談 し や す い 雰 囲 気 の 

場 が あ る と 嬉 し い で す。  

 

031 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 公 園 等 の オー プ ン ス ペー ス で、 多 世 代、 多 文 化 の 方 が 繋 が り、 多 様 性 を 大 切 

に す る ま ち に し た い で す。  

A2.    新 拠 点 ゾー ン は 都 心 に 近 く 広 い 公 園 が あ り 自 然 を 残 し て い る 貴 重 な 場 所 だ と 思 い ま す。 公 

園 に は ベ ン チ や 照 明、 芝 生 化、 カ フェ な ど を 設 置 し、 居 心 地 の 良 さ を 向 上 さ せ る。 ま た、 様々 な 

市 民 活 動、 地 場 産 業 が 出 店 で き る よ う な イ ベ ン ト を 適 宜 開 催 す れ ば 活 気 が 生 ま れ、 松 戸 の 良 

さ、 松 戸 ら し さ を 地 域 内 外 に PR で き る の で は と 考 え ま す。   
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032 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    青 空 の 下 で く つ ろ ぎ な が ら 音 楽 を 聴 く な ど 非 日 常 を 味 わ い た い で す  

A2.    日 頃、 育 児 を し て い る お 父 さ ん お 母 さ ん が、 子 供 達 を の び の び と 走 り 回 ら せ た り 昼 寝 さ せ な 

が ら、 大 人 の 音 楽 を 楽 し め る 広 場 が あ る と い い と 思 い ま す。 木 か げ と カ フェ と 貸 出 チェ ア、 つ い 

で に 読 書 や キャ ン ド ル ナ イ ト な ど、 使 い 手 が 創 造 で き る 空 間 で す  

 

033 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は こ ど も と 一 緒 に 出 か け て 友 達 等 と 過 ご す こ と で す  

A2.    一 時 預 り、 プ レ イ ルー ム、 親 同 士 や 子 育 て ア ド バ イ ザー と 飲 食 し つ つ 話 せ る ス ペー ス、 移 

動 図 書 館 の よ う に 規 模 が 小 さ く て も (電 子 で も) い い の で 絵 本 や 子 育 て、 料 理 な ど の 本 が 読 ん だ 

り 借 り た り で き る 仕 組。 外 遊 び で き る 公 園 や 子 連 れ で も 入 り や す い 飲 食 店 も、 ほ し い  

 

034 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    公 共 空 間 で あ り な が ら ま る で 家 の よ う な、 家 族 同 士 で も、 友 人 同 士 で も、 一 人 で も、 ゆっ た 

り と 過 ご し な が ら 会 話 を し た り、 本 を 読 ん だ り、 遊 ん だ り で き る 場 所 が 欲 し い で す。  

A2.    フィ ン ラ ン ド の OODI の よ う な も の を イ メー ジ し て い ま す。  

· イ ン パ ク ト の あ る 外 観 （待 ち 合 わ せ に も 使 え る、 楽 し そ う な 空 間）  

· 書 籍、 雑 誌、 新 聞、 ボー ド ゲー ム や パ ソ コ ン を 豊 富 に 貸 し 出 せ る  

· 時 に は 座っ た り 寝 そ べ り な が ら、 各 自 が 思 い 思 い の 時 間 を 過 ご せ る  

· 街 の 掲 示 板、 松 戸 の 面 白 い 情 報 が オ ン ラ イ ン と オ フ ラ イ ン で つ な が る  

 

035 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    002 さ ん が 書 か れ た 「子 供 達 に い い 場 所 で 育っ た な と 思 え る 場 所」 と い う の に 大 賛 成 で す。 

私 自 身 が こ の 地 で 育っ て 今 「い い 地 で 育っ た な」 と 思 い 感 謝 で き る こ と に WS に 出 て 気 づ き ま し 

た。 こ の 思 い を こ れ か ら の 世 代 に 繋 げ た い。 松 戸 は ま さ に 002 さ ん が A2 に 書 い て い る よ う な 場 

所 で し た。 目 新 し い 事 で な く 昔 か ら あっ た 松 戸 の 宝 を 大 切 に し た い。  

A2.    わ た し の wish と 全 文 は 郵 送 さ せ て い た だ き ま し た  

64 年 間、 松 戸 の 中 心 に 住 ん で がっ か り す る こ と が 多 す ぎ た か ら 松 戸 は 寝 に 帰 る と こ ろ と 割 り 切 

れ ば い い と 思っ て い ま し た。 大 切 な も の を ど ん ど ん 壊 し 市 民 の 心 が 置 き 去 り に さ れ て い る か ら。 

今 回 ご 縁 が あっ て ワー ク ショッ プ に 出 た こ と で 自 分 が 松 戸 が 大 好 き だっ た こ と に 気 づ か さ れ ま し 

た。  

松 戸 で 生 ま れ て 育っ た こ と は 大 き な 文 化 の 中 で 育 つ こ と が で き た こ と で し た。 そ れ が ど ん な に 大 

き く て、 い ま の 自 分 が あ る の は 松 戸 の 文 化 の 土 壌 の お か げ で あ る こ と に と て も 感 謝 し て い ま 

す。 こ れ は わ た し だ け で な く 市 民 み ん な の Ｄ Ｎ Ａ ． の 中 に 埋 め 込 ま れ て い る こ と だ と 思 い ま す。  

こ れ が 松 戸 市 民 の シ ビッ ク プ ラ イ ド で す。 そ し て そ の お 返 し を 松 戸 に し た い と 今 強 く 思っ て い ま 

す。 そ し て 若 い 人 に 繋 い で い き た い。 そ の 使 命 を 感 じ て い ま す。 コ ロ ナ の 経 験 か ら、 大 切 な の は 

人 の 愛 だ と 痛 感 し て い ま す。 い ろ い ろ な 町 で 沢 山 の 新 し い 街 づ く り が 始 ま り 素 敵 な 建 物 や 街 が 

で き は じ め て い ま す。  

色々 な と こ ろ を み れ ば 見 る ほ ど、 最 初 は ス テ キ だ と 感 じ ま し た が、 同 じ 建 築 家 の 設 計 だっ た り ど 

こ も 同 じ に 見 え て き ま す。 大 切 な の は 人、 主 役 は 人 で あ り、 人 の 残 し た 文 化 で あ り 箱 物 で は な い 

と 強 く 思 う よ う に な り ま し た。 松 戸 に し か で き な い も の や こ と は、 松 戸 に 残 さ れ た 物 を 大 切 に 残 し 

続 け る こ と で す。  
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ワー ク ショッ プ の 中 で、 「何 を 作 る か で は な く な に を 残 し た い か な の で は な い か」 と い う 意 見 を 出 

し た 方 が い ま し た。 そ の 時 は、 新 し い も の を 作 ろ う と し て い る の に 何 を 言っ て い る の だ ろ う と 思 い 

ま し た。 け れ ど、 い ま そ れ が 一 番 大 切 な こ と と 気 づ き ま し た。 残 す べ き も の は 文 化 と 人 で す。  

戸 定 邸、 園 芸 学 校 （私 た ち は こ う 呼 ん で 育 ち ま し た。 園 芸 学 校 は 市 民 に とっ て の 文 化 で し た） は 

も ち ろ ん で す が、 あ と は 美 術 と 人 で す。 わ た し の 通 う 小 学 校 に は 板 倉 鼎 の 本 物 の 絵 が 昇 降 口 に 

飾 ら れ て い て 毎 日 見 な が ら 通 い ま し た。 中 学 へ は 毎 日 中 央 公 園 前 を 通 り 工 兵 学 校 の 門 を 見 な 

が ら 通っ て い ま し た。  

松 戸 市 民 に は 皆 す り こ ま れ て い る 風 景 で す。 休 み の 日 に は 園 芸 学 校 の フ ラ ン ス 庭 園 で、 ピ ク 

ニッ ク を し て、 文 化 祭 で は 苗 を 買っ て 庭 に 植 え ま し た。 ど こ の う ち も そ う だっ た と 思 い ま す。 大 切 

で 残 し た い も の は、 戸 定 定 と 千 葉 大 園 芸 学 部 と、 中 央 公 園 の 旧 陸 軍 工 兵 学 校 正 門 門 柱 で す。  

そ し て あ と は 現 在、 市 が 収 集 保 存 し て い る 美 術 品 で す。 板 倉 鼎、 須 美 子 夫 妻 の 絵。 こ の 二 人 の 

絵 の ほ か に も た く さ ん の 画 家 の 絵。 ま た 相 模 台 に 東 京 工 芸 学 校 が あっ た こ と か ら 現 在 の デ ザ イ 

ン の 礎 と な る ポ ス ター や デ ザ イ ン 作 品 な ど が 沢 山 あ り ま す。 他 に も、 版 画 や 工 芸 品。 こ れ ら は 美 

術 品 と し て の 価 値 は 世 界 的 な レ ベ ル で す。  

し か も こ れ を 収 集 す る た め に、 市 は 30 年 ほ ど 前 に 美 術 館 準 備 室 を 作 り ま し た。 沢 山 の 税 金 を 

使っ て き ま し た。 す で に 投 資 さ れ て い る わ け で す。 こ れ は 私 た ち の 大 切 な 税 金 で す。 こ れ を 埋 め 

て し ま う こ と が ど ん な に 損 失 に な る の か。 す で に、 収 集 品 が あ る こ と の 強 み を 使っ た 美 術 館 を 作 

る こ と が わ た し の 1 番 の wish で す。  

市 民 の 30 年 来 の 夢 を 叶 え て く だ さ い。 準 備 室 が、 い つ 美 術 館 管 理 室 に な る の か ど う ぞ、 宝 物 を 

大 切 に す る た め に 実 現 し て く だ さ い。 あ と は、 人 で す。 パ ラ ダ イ ス エ ア の 活 動 は 否 定 し ま せ ん。 

グ ロー バ ル も 大 切 で す。 世 界 と つ な が る こ と も 大 切 で す。 で す が、 迎 え 入 れ る だ け で は な ん と 

もっ た い な い こ と か。  

松 戸 の アー ト も ど ん ど ん 紹 介 す る べ き で す。 相 互 受 け 入 れ を し な い の は お か し い。  

松 戸 に 実 は ど ん な 素 晴 ら し い 人 が 埋 も れ て い る の か。 アー ティ ス ト、 職 人、 画 家、 工 芸 家、 料 理 

人、 こ ん な に 沢 山 の 才 能 が あ る 人 が 密 か に 住 ん で い る 街 は 他 に な い か と 思 い ま す。  

高 齢 の 方 の 技 術 か ら 若 い 方 の 新 し い アー ト、 そ ん な も の を 繋 ぐ こ と を ま ず し な く て は、 海 外 か ら 

人 を 受 け 入 れ て も、 松 戸 は 何 も 育 た な い。 ま ず 丁 寧 に 松 戸 に ど ん な 人 が 埋 も れ て い る の か を 探 

し 出 す こ と、 そ の 人 を 大 切 に す る こ と を、 望 み ま す。  

ま た パ ラ ダ イ ス エ ア の 森 さ ん が 松 戸 の パ ラ ダ イ ス エ ア で の 経 験 を 生 か し て な ぜ 八 戸 美 術 館 な ん 

で しょ う か。 松 戸 の 税 金 を 使っ て の 経 験 は 松 戸 に フィー ド バッ ク し な い の で しょ う か。 本 当 に 悲 し 

く な り ま す。  

最 後 に、 松 戸 を 決 め る 最 終 決 定 が 議 会 と 市 役 所 で あ る 今 の 形 を か え な い と、 財 産 で あ る 人 を 

大 切 に す る こ と に な ら な い。 今 回 の よ う な 市 民 の 声 が 反 映 す る 機 会 を 是 非 継 続 し て く だ さ い。  

今 回 の 企 画 は 本 当 に 大 変 だっ た こ と と 思 い ま す。 こ の よ う な 機 会 を 作っ て く だ さっ た こ と に 心 か 

ら 感 謝 い た し ま す。  

ど う ぞ 今 後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す。  

残 し た い も の は、 戸 定 邸、 千 葉 大 園 芸 学 部、 中 央 公 園 の 陸 軍 工 兵 学 校 正 門 門 柱、 市 が 収 集 し 

て い る 美 術 品 （ 30 年 か け て 集 め た）  

Wish. 美 術 館 … 横 張 先 生 が 話 さ れ た ル イ ジ ア ナ 美 術 館 の よ う な、 そ の 土 地 や 収 蔵 品 に 合 わ せ 

た ハ コ モ ノ 優 先 で は な い 暖 か い 美 術 館 で す。  
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036 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    色々 な 仕 事 の 体 験 教 室 （適 正 確 認）  

（自 分 探 し、 な に が 自 分 に 向 く か 方 向 性）  

※ 何 が 自 分 に 向 い て い る か 理 解 し て 将 来 の 就 職 に 備 え る。  

A2.    坂 川 を 利 用 し て 親 水 公 園 を 造 り  

1. 水 辺 広 場 ： 水 遊 が 出 来 る よ う に 整 備 ： 自 然 石 を 並 べ て 対 岸 へ 渡 る  

2. 自 由 広 場 ： 自 由 に い ろ い ろ の 人 が 集 い 話 会 え る ： 雨 に 変 わっ て も、 雨 宿 り が 出 来 る 必 要 

有 り （一 部 に 屋 根 必 要）  

3. 親 水 緑 道 ： 桜 並 木 で 戸 定 が 丘 へ  

（四 季 の 変 化） ： 江 戸 川 河 川 敷 へ （水 や 川 に 触 れ る こ と で 水 や 川 に 対 し て 親 し み を 深 め 

て 自 然 発 展 的 に 江 戸 川 河 川 敷 へ む く の で は）  

 

037 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 は 水 害 （狩 野 川 台 風） で １ 階 の 天 井 ま で 水 が 来 た こ と を 小 学 生 で 経 験 し て い ま す。 横 張 

先 生 の あ い さ つ に も あ る よ う に、 ど ん な 計 画 に も そ こ に 安 全、 平 和 で な い と、 す べ て の 案 も 成 立 

し な い と 考 え て い ま す。  

ま た コ ロ ナ で 痛 感 し ま し た が、 世 界 中 で の パ ン デ ミッ ク と な る と、 自 国 で 基 本 的 な 食、 産 業 な ど 

基 本 的、 生 き る 産 業 が 確 保 さ れ て い な い と、 生 命 に 関 係 し て く る と 考 え ま す。 以 上 よ り、 都 市 計 

画 の 中 に 常 に、 ① 地 震、 水 害 な ど の 天 災 へ の 対 策  

土 台 に 考 え た い。 幸 い マ ツ ド シ に は 田 畑 （自 然） も 多 く あ り、 食 の 自 立 と 災 害 に 備 え た 貯 水 池、 

避 難 場 所 （ビ ル etc ） の 確 保 が 可 能 で す。 そ の う え で、 未 来 の 市 民 空 間 を 考 え た い。  

A2.   

1. 災 害 に 対 応 し た 避 難 場 所 （空 間） の 確 保  

2. 災 害 に 強 い 街 づ く り （河 川 整 備、 道 路 準 備、 貯 水 池 の 確 保）  

3. 藤 村 氏 と 岡 本 氏 の 対 話 の 中 で 紹 介 さ れ て い た 「大 き な 複 合 施 設」 ≒ 各々 が 融 合 し て い 

る い い と 思 い ま す。  

先 日 テ レ ビ で 他 国 の 同 じ よ う な 施 設 の 紹 介 が あ り ま し た。  

そ こ に は ３ Ｄ で つ く れ る コー ナー etc 市 民 が 自 由 に 活 用 で き る 様々 な コー ナー が あ り ま し た。  

自 前 で は と て も そ ろ え ら れ な い 高 価 な 機 械、 機 具 も あ り 起 業 す る 人 た ち の 支 え る も の が そ こ に 

あ る。 何 を そ ろ え る の か は 皆 の 話 し 合 い で 決 め て い け ば よ い と 思 い ま す。 （市 民 が 集 え る 場 で 

あ り た い。）  

追 伸  

現 在 の マ ツ ド シ の 都 市 計 画 は 箱 も の を つ く る の が 中 心 に 見 え ま す。  

今 回 の ワー ク ショッ プ で の 皆 さ ん の 意 見 と 乖 離 し て い る よ う に 思 え ま し た。  

 

038 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 が 松 戸 で 叶 え た い Wish は、 街 中 で 水 鉄 砲 サ バ イ バ ル ゲー ム を や る こ と で す。 ち な み に 

特 定 の 人 た ち で や る の で は な く、 市 内 外 の 人 誰 で も 参 加 可 能 な イ ベ ン ト で あ り、 こ の イ ベ ン ト を 

通 じ て 市 内 外 の 見 知 ら ぬ 人 と の 交 流 や、 市 の 意 外 な 素 顔 を 発 見 す る こ と が で き れ ば 良 い と 思っ 

て い ま す。  

A 2.    日 常 空 間 で 非 日 常 体 験 を す る こ と に ポ イ ン ト が あ る の で、 特 別 な 公 共 空 間 が 必 要 と い う よ 

り は、 い つ も の 市 街 の 公 共 空 間 を そ の ま ま 使 う と い う こ と に な り ま す。 た だ、 ど う し て も 交 通 の 危 

険 性 が あ る と 思 う の で、 い つ も の 市 街 の 公 共 空 間 を 車 （自 転 車 を 含 む） な ど が 入っ て く る 心 配 の 

な い 公 共 空 間 に 変 形 さ せ る 必 要 は あ る と 思 い ま す。  
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039 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1     私 の wish は、 子 ど も た ち を 楽 し ま せ な が ら、 日 課 を こ な し た り、 余 暇 を 過 ご す こ と で す。  

A2     ① 本 気 の 公 共 遊 戯 ス ペー ス （ス ポッ チャ・ キ ド キ ド・ キッ ザ ニ ア な ど を イ メー ジ） を 有 し た 複 

合 空 間。 行 政 セ ン ター、 図 書 館、 カ フェ、 コ ワー キ ン グ ス ペー ス、 ド ク ター ラ ン ド、 スー パー マー 

ケッ ト、 居 酒 屋 な ど。  

 

040 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は、 緑 に 包 ま れ た 防 災 拠 点 〝 GREEN   BASE 松 戸 ″ を 目 指 し、 安 心 で き る 居 場 

所、 帰 り た く な る 街、 自 慢 で き る 街 と な る よ う、 景 観 に 彩 を 添 え る 木 や 花 な ど 植 物 を 管 理 す る グ 

リー ン キー パー と し て 活 動 す る こ と で す。  

A2.    無 電 柱 化 し、 街 路 樹 や 草 花 が あ り 快 適 に 歩 け る 歩 道。 既 存 の 木 を 活 か し、 広々 と し た 芝 生 

が あ る 公 園。  

 

041 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    資 源 を 持 ち 寄 り、 公 共 空 間 づ く り す る し く み が 欲 し い で す  

A2.    共 通 の 目 的 や 関 心 で 集 まっ た 人 た ち が、 得 意 や 労 力 を 持 ち 寄 り、 過 程 を 楽 し み な が ら 公 共 

空 間 を つ く る、 素 材・ 技 術・ 人 を マッ チ ン グ す る 仕 組 み が あ る と い い と 思 い ま す。  

一 元 化 さ れ た エ ン ト リー & 広 報 シ ス テ ム や 集 い 作 業 す る ス ペー ス が 欲 し い で す  

例 え ば、 屋 内 外、 官 民 問 わ ず、 地 べ た、 外 壁 面、 個 室 な ど 提 供 さ れ た も の に 参 加 者 が 手 を 入 

れ、 公 共 的 空 間 を つ く り ま す。  

必 要 に 応 じ て、 公 共 が 運 用 や 活 用 の 方 向 性 を 補 助 し ま す  

そ の 効 果 と し て 素 材・ 技 術 提 供 者 (民 間) の 宣 伝 と な り う る も の で す  

 

042 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

A1.    私 の wish は 音 楽 (趣 味) の 好 き な 人 が 繋 が る こ と で す  

A2.    駅 近 く の 複 合 施 設 に 屋 内 の フ リー ス ペー ス を 設 け て ミ ニ コ ン サー ト を 開 い た り、 周 り で は 飲 

ん だ り 食 べ た り く つ ろ い だ り で き る 座 れ る 場 所 を つ く る。 発 表 や 練 習 の 場 が ほ し い 人、 気 軽 に 音 

楽 を 聞 き た い 人 も 楽 し め る 場 所。 美 術 の 展 示 ス ペー ス や ヨ ガ な ど の ス ペー ス に 転 用 し て も  
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